
まだ人手による食材発注をしていませんか？
それが幾重にもなる「食材ロスの根元」です。
「自動発注システム｣ですべてが解決！！

　アルファクス・フード・システムでは、創業当初から、飲食店舗の業務／経営改革となり、かつ食材ロ
スの追放により「最大利益の確保」が絶対に叶えられる情報システム・ソフトウェアの提供を開発方針
とした、画期的で専門性の高いシステム開発を継続しております。
　今年１月に特許取得した、｢飲食店経営管理システム(R)｣拡張機能｢自動発注システム｣がまさに、そ
のシステムの代表例です。
　27年前にリリースした｢自動発注システム｣は、当時誕生したばかりの地方ファミリーレストランを、短
期間に大手ファミリーレストランへと急成長させ、上場させたほどの効果で外食業界を驚かせました。
　その後も続々、急成長上場外食チェーンの原動力となりましたが、｢自動発注システム｣の拡張スピー
ドが、当時のパソコンスペックを遙かに越えていたため、この「自動発注システム」は、｢飲食店経営管理
システム(R)｣パッケージとしては、これまで２０年間もの間「封印」されてきました。
　しかし、昨今のパソコンスペック、インターネット回線スピードの向上により、Ｗｅｂサービスと連動
したＩＯＴ電子化技術として、より使いやすく改良され、リリースされました。
　本年技術特許も取得し、事実上弊社のみでしか出来ないサービスとなりました。　導入した企業様
すべてが驚愕するほどの感動の効果。外食企業では不可能とされた「自動発注システム」。その実績と
効果を是非、ご自身の目でご体験下さい。

　2001年10月にスタートした「確定拠出年金制度」。当初は、「自己責任型の制度が日本で普及する
だろうか？」と疑問の声もあがっていましたが、2016年12月には618万人以上が利用する制度へと進
化しました。
　大手企業もこぞって採用し、転職の際に「確定拠出年金」を採用している企業が転職先として選ばれ
る条件になるという動きも出て来ており、いまや採用戦略の一環として見逃せません。
　ちなみに、「確定拠出年金」を採用すると企業側は、社会保険料の削減だけでなく、福利厚生の充実、
企業年金制度の導入による社員の老後の資産形成を支援、法定福利費の軽減などのメリットも満載。
また社員側も「老後破産」を防ぐための“救世主”となってくれる、非常に頼もしい制度のために、労使双
方にとって歓迎すべき仕組みです。未導入の企業は必聴です！
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